
わらび市議会だより No.195 4○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。

議
員

防
災
資
器
材
購
入
及
び
防

災
活
動
補
助
金
と
し
て
、
対
象
を

防
災
全
般
に
拡
大
し
て
の
交
付
金

支
出
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長

平
成
27
年
度
は

全
37
組
織
に
対
し
て
計
183
万
9

千
722
円
の
自
主
防
災
組
織
育
成

交
付
金
を
交
付
し
た
。
現
行
は
、

防
災
器
材
に
限
っ
た
形
で
補
助
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
に

対
す
る
補
助
金
が
必
要
な
の
か
、

他
の
自
治
体
の
事
例
も
あ
わ
せ
て
、

今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

議
員

地
域
で
の
防
災
活
動
を
担

う
人
材
育
成
の
た
め
に
、
防
災
士

資
格
取
得
推
進
及
び
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
推
進
の
た
め
に

補
助
制
度
は
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

防
災
士
や
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
災
害
対

策
の
一
端
を
担
う
こ
と
の
で
き
る

存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
資
格
取
得
促
進
の
方
策
に

つ
い
て
は
、
補
助
制
度
に
つ
い
て

も
含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

議
員

新
生
児
聴
覚
検
診
の
公
費

助
成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

聴
覚
障
害
は
早

期
発
見
さ
れ
適
切
な
支
援
が
行
わ

れ
る
こ
と
で
、
音
声
言
語
発
達
等

へ
の
影
響
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
期
の
検
査
が
重
要
で
あ
る
。
新

生
児
訪
問
時
に
検
査
の
未
受
診
が

確
認
で
き
た
場
合
は
受
診
勧
奨
を

行
う
な
ど
、
周
知
に
努
め
て
い
る
。

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
少
な

く
、
県
内
市
町
村
で
も
平
成
26
年

度
中
の
事
業
実
績
は
な
い
が
、
国

か
ら
新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
に

つ
い
て
、
積
極
的
な
対
応
を
求
め

る
通
知
が
発
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。

議
員

健
診
や
予
防
接
種
の
日
程

等
を
通
知
す
る
わ
ら
び
子
育
て
ア

プ
リ
の
開
発
・
活
用
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

予
防
接
種
は
ワ

ク
チ
ン
ご
と
に
接
種
時
期
や
接
種

間
隔
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
予
防

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
保
護
者

が
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
子

ど
も
の
体
調
変
化
な
ど
に
よ
り
計

画
ど
お
り
に
接
種
で
き
ず
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
再
調
整
に
悩
む
保
護

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
自
動
作
成
す
る
モ
バ
イ
ル

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
の
活
用

に
よ
る
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

は
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す

い
生
活
環
境
の
整
備
に
も
つ
な
が

る
た
め
、
導
入
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

ほ
か
に

「
高
齢
者
問
題
と
対
策
」

「
障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
質
問
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て

たかはし　えつろう

６月定例会では17・20・21日

の３日間で17人の議員が、市

政に対する一般質問を行いま

した。

母
子
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

2月に開催された
避難所運営訓練（HUG）の様子

議
員

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

ほ
か
に
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議
員

市
民
の
安
全
の
確
保
や
、

防
災
拠
点
で
あ
る
市
庁
舎
へ
の
災

害
対
策
本
部
設
置
の
た
め
に
も
、

市
庁
舎
や
市
立
病
院
を
建
て
替
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

市
庁
舎
、
市
立
病
院

を
含
め
た
公
共
施
設
全
体
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
耐
震
化
や
長
寿
命

化
、
維
持
管
理
、
修
繕
、
更
新
等

の
実
施
方
針
を
含
め
た
管
理
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
示
す

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
個
別
の
施

設
に
つ
い
て
は
、
総
合
管
理
計
画

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
今
後
、
詳

細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
市
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

部
長
級
職
員
を
委
員
長
と
し
た
検

討
組
織
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
第

1
回
「
蕨
市
庁
舎
整
備
検
討
委
員

会
」
を
開
催
し
た
。
今
後
は
こ
の

委
員
会
に
お
い
て
、
現
庁
舎
を
耐

震
化
し
た
場
合
や
現
在
地
で
建
て

替
え
た
場
合
、
移
転
し
た
場
合
な

ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
比
較
検
証

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
蕨
等
の
第

一
工
区
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
相

当
の
税
収
増
や
消
費
拡
大
に
よ
る

経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
駅
西
口
再
開
発
事
業
・
第
一

工
区
完
成
後
の
評
価
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

理
事

第
一
工
区
が
完
成
し
、
新

し
い
形
の
住
宅
、
利
便
性
の
高
い

駅
前
の
保
育
園
や
公
民
館
は
、
蕨

市
の
顔
と
し
て
大
変
す
ば
ら
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
固
定
資
産
税
や

住
民
税
も
増
収
に
な
り
、
人
口
が

増
え
て
、
特
に
若
い
新
し
い
世
代

の
住
民
が
転
入
す
る
こ
と
で
、
よ

り
活
性
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
今
後
の
開
発
に
つ
い
て
も
、

蕨
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
開
発
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

市
内
の
Ｌ
型
側
溝
が
傷
ん

で
き
て
い
る
の
で
、
改
善
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

安
全
で
円
滑
な

交
通
の
確
保
と
道
路
の
維
持
管
理

を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
平
成
26

年
度
に
路
面
性
状
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
基
本
的
に
は

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
舗
装

の
補
修
と
あ
わ
せ
て
、
計
画
的
に

改
修
し
て
い
く
こ
と
が
効
率
的
か

つ
経
済
的
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
対
象
と
な
る
路
線
も

多
く
、
改
善
に
は
一
定
の
期
間
を

要
す
る
た
め
、
部
分
的
に
排
水
機

能
や
歩
行
者
の
安
全
に
著
し
く
支

障
を
来
し
て
い
る
場
合
に
は
、
環

境
整
備
委
託
に
よ
り
適
宜
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

中
央
2
丁
目
に
あ
っ
た
ち

び
っ
こ
広
場
は
多
く
の
人
々
が
利

用
し
、
地
域
活
動
に
貢
献
し
て
い

た
が
、
広
場
の
返
還
に
よ
り
利
活

用
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
一
方
で
、

中
央
プ
ー
ル
は
1
年
の
う
ち
2
か

月
程
度
の
利
用
で
あ
り
、
あ
と
の

10
か
月
間
は
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
1
年

を
通
じ
て
、
防
災
訓
練
等
に
も
利

用
で
き
、
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま

る
多
目
的
広
場
か
つ
憩
い
の
場
と

し
て
、
中
央
プ
ー
ル
を
公
園
に
戻

し
て
は
い
か
が
か
と
い
う
地
域
の

声
が
あ
る
。
中
央
プ
ー
ル
の
今
後

の
運
営
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

経
年
に
よ
る
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
施
設
の
現
状
等
を

踏
ま
え
、
本
年
度
策
定
す
る
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
お

い
て
、
公
共
施
設
等
に
対
す
る
基

本
的
な
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
本
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
つ
つ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

こ
の
付
近
に
は
設
備
が

充
実
し
た
温
水
プ
ー
ル
も
あ
り
、

中
央
プ
ー
ル
は
既
に
築
35
年
が

経
過
し
て
老
朽
化
が
激
し
く
、
大

規
模
修
繕
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
状

況
だ
と
思
う
。
公
園
に
戻
す
こ
と

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
低

廉
な
料
金
で
気
軽
に
遊
べ
る
施
設

と
し
て
は
、
現
在
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
大
規
模
改
修
が
必
要
に
な

る
時
期
が
い
ず
れ
に
し
て
も
来
る

の
で
、
そ
の
と
き
に
は
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

熊
本
地
震
で
は
、
庁
舎
が

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
事
例
が
発

生
し
て
い
る
が
、
本
市
は
こ
れ
を

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

熊
本
地
震
で
は
、
庁

舎
が
倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
な

ど
と
し
て
、
5
市
町
で
庁
舎
の
使

用
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
本

市
の
庁
舎
に
つ
い
て
も
、
現
庁
舎

を
継
続
し
て
使
用
し
、
業
務
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
想
定
し

て
お
り
、
そ
の
場
合
の
喫
緊
の
課

題
と
し
て
、
人
命
を
優
先
し
、
避

難
路
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
軸
耐
力
補
強
工
事
を
平
成

23
年
度
に
実
施
し
て
い
る
。

議
員

庁
舎
を
他
の
公
共
施
設
と

合
わ
せ
た
複
合
施
設
と
す
る
方
法

が
一
番
効
率
的
で
、
効
果
的
な
方

法
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
、
市
民

会
館
の
耐
震
化
を
予
定
し
て
い
る

が
、
築
40
年
が
過
ぎ
、
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、

庁
舎
を
含
め
た
複
合
施
設
と
し
て

建
て
替
え
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

庁
舎
の
移
転
を
考
え

た
場
合
に
は
、
複
合
施
設
化
と
い

う
選
択
肢
も
当
然
入
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
も
含
め

て
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
央
プ
ー
ル
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て

いまい　りょうすけ

相
次
ぐ
巨
大
地
震
を

踏
ま
え
て

みわ　かずよし

蕨
駅
西
口
再
開
発
事
業

・
第
一
工
区
に
つ
い
て

Ｌ
型
側
溝
の
突
出
を
整
備
し

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

市
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て

築35年が経過している中央プール

損壊した熊本県宇土市庁舎（宇土市公式Facebookより）

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

理
事

都
市
整
備
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
部
長

市
長

総
務
部
長

総
務
部
長
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議
員

大
規
模
地
震
災
害
等
で
市

庁
舎
が
倒
壊
し
、
死
傷
者
が
出
た

場
合
、
安
全
配
慮
義
務
、
建
物
管

理
責
任
の
観
点
か
ら
誰
が
責
任
を

負
う
の
か
。
ま
た
、
慰
謝
料
は
ど

こ
か
ら
支
出
す
る
の
か
。

総
務
部
長

市
庁
舎
の
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
、
設
置
者
で
あ
る
市
が
責
任

を
負
う
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
お
い

て
、
損
害
が
生
じ
た
場
合
の
当
該

営
造
物
の
設
置
、
ま
た
は
管
理
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
ど
う

か
は
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮

し
て
、
個
別
具
体
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
慰
謝
料
の
支
出
に
つ
い
て

は
、
公
の
営
造
物
の
耐
震
強
度
の

不
足
等
に
よ
る
事
故
の
損
害
賠
償

に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
例

が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
一
概
に

は
判
断
で
き
な
い
が
、
市
が
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
可
能
性
が
な
い

と
は
い
え
ず
、
そ
の
場
合
、
市
が

支
出
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

市
立
病
院
の
安
全
配
慮
義

務
、
建
物
管
理
責
任
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

医
療
安
全
対
策

や
各
設
備
等
の
定
期
点
検
の
実
施
、

危
険
箇
所
の
修
繕
等
、
日
ご
ろ
よ

り
安
全
配
慮
と
建
物
管
理
に
努
め

て
い
る
が
、
本
館
及
び
サ
ー
ビ
ス

棟
は
昭
和
45
年
の
建
築
で
耐
震

性
が
不
十
分
な
た
め
、
大
規
模
地

震
等
発
生
時
に
は
、
ハ
ー
ド
面
で

の
安
全
配
慮
義
務
及
び
建
物
管
理

責
任
に
つ
い
て
、
大
き
な
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

小
・
中
学
校
の
安
全
配
慮

義
務
、
建
物
管
理
責
任
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

学
校
施
設
を
適
切
に

維
持
管
理
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
よ

り
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
第
一
に

業
務
を
行
っ
て
い
る
。
校
舎
躯
体

の
耐
震
化
改
修
及
び
体
育
館
の
耐

震
化
改
修
・
非
構
造
部
材
の
耐
震

対
策
は
完
了
し
て
い
る
が
、
校
舎

の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
に
つ

い
て
は
、
規
模
が
膨
大
で
あ
る
た

め
、
長
寿
命
化
改
修
及
び
大
規
模

改
修
時
に
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

現
在
、「（
仮
称
）

蕨
市
業
務
継
続
計
画
（
災
害
対
策

編
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
編
）」

の
策
定
に
向
け
、
全
庁
各
課
を
対

象
に
、
非
常
時
の
事
務
の
優
先
度

調
査
を
実
施
し
た
。
他
市
の
事
例

等
も
参
考
に
、
被
害
想
定
や
非
常

時
の
災
害
対
策
本
部
の
事
務
及
び

優
先
度
の
高
い
通
常
事
務
な
ど
の

整
理
を
行
い
、
内
閣
府
の
作
成
ガ

イ
ド
の
内
容
も
踏
ま
え
、
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

議
員

施
設
調
査
の
結
果
な
ど
、

白
書
の
概
要
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

築
年
数
が
40
年
以
上

経
過
し
、
老
朽
化
し
た
も
の
が
総

延
べ
床
面
積
の
約
3
割
を
占
め
、

耐
震
化
や
長
寿
命
化
等
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。（
多
く
の
自

治
体
が
利
用
し
て
い
る
）
公
共
施

設
等
更
新
費
用
試
算
ソ
フ
ト
を
使

い
、
将
来
の
施
設
更
新
費
用
を
推

計
し
た
。
そ
の
結
果
、
過
去
5
年

の
投
資
的
経
費
の
実
績
を
大
き
く

上
回
る
多
額
の
更
新
費
用
が
必
要

と
な
っ
た
。

議
員

①
施
設
の
長
寿
命
化
の
効

果
。
②
床
面
積
削
減
の
効
果
。
③

施
設
の
所
有
権
の
考
え
方
。
④
住

民
の
合
意
形
成
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長

①
建
物
の
建
て
替
え

を
60
年
か
ら
70
年
に
す
る
と
、
更

新
費
用
は
1
年
当
た
り
約
1.8
億

円
（
40
年
間
で
約
74.3
億
円
）
低
く

な
る
。
②
10
％
の
削
減
で
更
新
費

用
が
年
約
3.3
億
円
、
20
％
の
削
減

で
年
約
4.8
億
円
低
く
な
る
。
③
必

要
な
施
設
等
を
市
が
所
有
す
る
意

義
は
大
き
い
。
一
方
、
施
設
の
更

新
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
の
で
、

白
書
で
は
民
間
活
力
の
導
入
の
検

討
が
示
さ
れ
て
い
る
。
民
活
導
入

を
検
討
す
る
場
合
で
も
、
財
政
面

だ
け
で
な
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
。

④
今
後
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
民
と
議
会
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。（
具
体
案
の
）
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説

明
会
も
検
討
し
た
い
。

議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
等
を

活
用
し
た
施
設
整
備
）
は
、
経
費

の
単
な
る
延
べ
払
い
で
、
施
設
の

安
易
な
新
設
に
つ
な
が
っ
た
と
の

批
判
が
あ
る
。
所
有
が
民
間
会
社

に
な
り
自
治
体
の
管
理
権
が
制
限

さ
れ
る
な
ど
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
は
問
題

が
多
い
。
3
年
前
に
三
重
県
内
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
例
を
視
察
し
た
が
、
施

設
規
模
の
小
さ
い
蕨
市
に
は
導
入

で
き
な
い
と
の
感
想
を
持
っ
た
。

見
解
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

公
共
施
設
の
整
備
は
、

住
民
自
治
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
第

一
に
考
え
る
の
が
基
本
で
あ
る
。

議
員

3
点
要
望
・
提
案
す
る
。

①
使
え
る
施
設
を
使
い
切
る
長
寿

命
化
に
努
め
る
こ
と
。
②
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、
住
民
の

利
便
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
③
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
導
入
に

よ
っ
て
自
治
体
の
所
有
権
・
管
理

権
に
制
約
を
受
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長

①
今
あ
る
施
設
を
適
切
に

修
繕
し
、
よ
り
長
く
使
っ
て
い
く

長
寿
命
化
は
重
要
な
方
針
の
柱
の

一
つ
だ
。
②
将
来
、
施
設
面
積
の

見
直
し
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

当
然
議
会
と
住
民
の
理
解
が
必
要

だ
。
③
財
政
負
担
の
軽
減
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

か
を
見
極
め
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

白
書
と
今
後
の
施
設
整
備

かじわら　ひであき

安
全
配
慮
義
務
と

建
物
管
理
責
任
に
つ
い
て

おおいし　こういち

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

すでに耐震化が完了している北小学校体育館

整備方針の検討が進む市役所庁舎

議
員

議
員

議
員

議
員
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務
部
長
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院
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長

教
育
部
長

総
務
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長
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議
員

築
52
年
と
な
る
市
庁
舎

は
耐
震
性
に
大
き
な
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
東
京
湾
北
部
地
震
で
想

定
さ
れ
て
い
る
震
度
6
強
の
地
震

が
起
き
る
と
使
用
不
可
能
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
市
庁

舎
被
災
時
の
対
応
及
び
対
策
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

現
在
、
今
年
度
中
の

業
務
継
続
計
画
の
策
定
に
向
け
、

関
係
各
課
が
連
携
し
、
被
害
想
定

や
非
常
時
の
災
害
対
策
本
部
の
事

務
、
業
務
継
続
の
優
先
度
の
高
い

通
常
事
務
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
合
わ
せ
て
本
庁
舎
が
使
用

不
可
能
に
な
っ
た
場
合
の
代
替
庁

舎
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員

デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
テ
ー
プ
を
作
成
し
、
耐
火
金

庫
に
保
管
す
る
と
と
も
に
、
週
に

一
度
、
県
内
の
遠
隔
地
の
倉
庫
に

搬
送
、
保
管
し
て
い
る
。
住
民
記

録
・
税
・
福
祉
な
ど
の
特
に
重
要

な
デ
ー
タ
は
、
専
用
回
線
に
よ
り

毎
日
県
外
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に

送
信
、
保
管
し
て
い
る
。
今
後
は
、

庁
舎
内
の
サ
ー
バ
機
器
が
被
災
に

よ
り
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を

避
け
る
た
め
、
サ
ー
バ
機
器
本
体

を
高
い
防
災
性
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
備
え
た
庁
舎
外
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
に
移
設
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
情
報

発
信
体
制
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

災
害
等
で
庁
舎
内
に

あ
る
編
集
サ
ー
バ
の
運
用
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
緊
急
措
置

と
し
て
蕨
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

「
ウ
イ
ン
ク
」
内
の
公
開
サ
ー
バ

を
直
接
編
集
し
て
対
応
す
る
ほ
か
、

蕨
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

庁
舎
内
の
他
の
サ
ー
バ
機
器
と
同

様
、
庁
舎
外
に
移
設
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
宣
言
を

発
表
し
て
か
ら
5
年
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
の
変
化
、
そ
の
対
策
の
変
化

は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長

平
成
26
年
10
月
の
調

査
で
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
や
チ
ェ
ー

ン
メ
ー
ル
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

多
か
っ
た
の
が
、
本
年
5
月
の
調

査
で
は
、
個
人
情
報
の
流
出
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

対
応
に
つ
い
て
も
、
全
小
・
中
学

校
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

防
止
に
向
け
た
内
容
へ
と
変
化
し

て
い
る
。
今
後
は
、
児
童
・
生
徒

へ
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
へ
の
啓

発
に
も
努
め
て
い
く
。

議
員

2025
年
（
平
成
37
年
）
問
題

は
、
年
金
・
医
療
・
介
護
等
の
社

会
保
障
制
度
に
計
り
知
れ
な
い
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
の
問

題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の
2025
年
の

将
来
推
計
で
は
、
高
齢
者
人
口
の

半
数
以
上
が
後
期
高
齢
者
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

推
計
か
ら
も
、
今
後
さ
ら
に
医
療

と
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が

増
加
す
る
一
方
で
、
介
護
職
員
等

の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

方
策
を
、
段
階
的
に
充
実
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

2025
年
問
題
を
見
据
え

て
、
市
独
自
の
総
合
戦
略
的

な
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
有

識
者
か
ら
な
る
協
議
会
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

今
年
度
中

に
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
把

握
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

構
築
を
検
討
す
る
た
め
の
協

議
体
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
協
議
体
に
は
、
行

政
職
員
や
介
護
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
や
民
間
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
な
ど
が
集
ま
り
、
意
見
交

換
や
検
討
を
行
う
も
の
で
、
2025
年

問
題
に
係
る
諸
問
題
の
解
消
に
も

資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

自
主
防
災
組
織
強
化
策
と

し
て
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
早

期
育
成
は
急
務
の
課
題
だ
と
考
え

る
が
見
解
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

災
害
図
上
訓
練

や
避
難
所
運
営
訓
練
に
、
延
べ
410

名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、「
わ
ら
び
防
災
大
学

校
」
の
開
校
に
よ
り
、
引
き
続
き

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
る
。

議
員

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）

策
定
は
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
い
つ

頃
ま
で
に
策
定
す
る
の
か
。

総
務
部
長

現
在
、
関
係
各
課
が

連
携
し
、
被
害
想
定
や
業
務
継
続

の
優
先
度
の
高
い
通
常
事
務
な
ど

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
。

議
員

子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
顕

在
化
す
る
現
在
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
・
中

学
校
入
学
準
備
金
制
度
創
設
を
再

考
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

就
学
援
助
事
業
と
し
て
、

準
要
保
護
児
童
・
生
徒
の
小
学
校

1
年
生
は
2
万
470
円
、
中
学
校
1

年
生
は
2
万
3
千
550
円
の
支
給

な
ど
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
こ

の
就
学
援
助
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
た
い
。

2
0
2
5
年
問
題
（
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て

後
期
高
齢
者
に
）
の
課
題
と
対
策
を
問
う
！

いちのせき　かずいち

市
庁
舎
は
震
度
6
強
で
使
用
不
可

安
全
・
安
心
に
向
け
た
決
断
を
！

ふるかわ　あゆみ

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
宣
言
か
ら
5
年

先
進
事
例
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き

防
災
力
向
上
を
目
指
し

た
施
策
の
充
実
を

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

貧
困
問
題
対
策
に
つ
い
て

ネットの進化は速く、新しいトラブルも続々登場

近年で大きく変わる青少年のネット環境

高校生の
スマートフォン利用率  ※１

（平成23年度）6.8%　 （平成27年度）93.6%

LINE ユーザー数 平成23年6月より
　　　　サービス開始

国内5800万人以上
　　　　　　　　※２

主なネットトラブル　
・メールによるいじめ
・チェーンメールについて
・架空請求メールがきた

・SNSやLINEでのいじめ
・不正アプリでの個人情
　報流出
・ソーシャルゲームでの
　トラブル

※１　内閣府「平成27年度青少年のインターネット利用環境実態調査」
※２　LINE Corporation　「LINE 2015年10月-2016年３月媒体資料」

地域における防災力強化の推進を（総合防災演習）

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

総
務
部
長

教
育
長
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議
員

今
年
の
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、

正
式
に
は
「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
と
い
い
、
2014
年
1
月
に
批
准

し
た
障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。
障
が
い
が
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
全
て
の
人
が
等
し

く
人
権
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
考

え
方
を
基
に
、
障
が
い
が
あ
っ
て

も
な
く
て
も
分
け
ら
れ
ず
、
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
「
共
生
社

会
」
を
目
指
す
内
容
で
あ
る
。
蕨

市
と
し
て
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

対
応
要
領
を
定

め
、
職
員
へ
の
研
修
・
啓
発
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
協

議
を
行
う
蕨
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
に
、
地
域
に
お
け
る
差
別
解

消
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
を

持
た
せ
た
。

議
員

公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。

総
務
部
長

近
年
は
小
・
中
学
校

体
育
館
に
ス
ロ
ー
プ
、
身
障
者
用

ト
イ
レ
を
設
置
し
た
。

議
員

選
挙
時
の
み
ど
り
保
育
園

投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状

況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

7
月
10
日
執
行
の

参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
、
園
入
り

口
に
防
水
型
呼
び
出
し
チ
ャ
イ
ム

を
設
置
、
投
票
所
入
り
口
に
簡
易

ス
ロ
ー
プ
を
1
台
増
や
し
、
計
2

台
を
設
置
す
る
。

議
員

市
民
課
窓
口
の
設
備
や
対

応
に
つ
い
て
課
題
の
検
討
は
ど
う

か
。
体
の
不
自
由
な
人
が
支
援
の

申
し
出
を
し
や
す
い
表
示
等
の
設

置
や
、
安
心
し
て
待
つ
こ
と
が
で

き
る
仮
称
「
安
心
エ
リ
ア
」
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長

カ
ウ
ン
タ
ー
の
多
く

が
健
常
者
用
（
車
い
す
等
に
未
対

応
）
な
の
で
、
今
後
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
等
を
行
う
場
合
に
法
律
が
求

め
る
「
合
理
的
配
慮
」
の
観
点
も

含
め
検
討
す
る
。
表
示
等
の
設
置

は
、
記
載
台
や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
下

部
に
、
支
援
の
必
要
な
人
が
申
し

出
を
し
や
す
い
よ
う
な
文
言
を
加

え
る
等
工
夫
を
す
る
。「
安
心
エ
リ

ア
」
に
つ
い
て
は
、
狭
小
な
庁
舎

内
に
新
た
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
可
能
か
検
討
す
る
。

議
員

富
士
見
公
園
内
野
球
場
に

つ
い
て
、
観
覧
席
周
辺
に
吸
い
殻

や
ご
み
が
あ
り
、
全
体
的
に
雑
草

が
茂
っ
て
い
る
こ
と
等
の
指
摘
が

あ
る
が
、
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長

8
時
半
〜
17
時

ま
で
管
理
人
が
常
駐
し
運
営
管
理

を
行
い
、
委
託
業
者
が
剪
定
や
芝

刈
り
を
行
っ
て
い
る
。
吸
い
殻
等

は
、
改
善
に
向
け
注
意
喚
起
の
看

板
設
置
や
管
理
人
の
指
導
で
利
用

者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
促
し
た
い
。

議
員

錦
町
2
丁
目
の
郷
南
公
園

北
側
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
、
錦
町

富
士
見
線
と
の
交
差
点
ま
で
の
12

メ
ー
ト
ル
道
路
に
お
い
て
、
今
年

度
、
雨
水
排
水
路
を
造
る
工
事
が

行
わ
れ
る
。
大
雨
の
時
に
水
が
出

や
す
い
地
域
で
あ
り
、
効
果
に
期

待
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
幹
線
道

路
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
ク

ル
マ
の
交
通
量
が
多
く
、
近
隣
で

は
振
動
被
害
を
訴
え
る
家
が
あ
る
。

当
局
の
認
識
と
対
策
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

大
型
車
両
の
通

行
や
通
過
車
両
の
増
加
に
よ
り
、

振
動
等
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
部
分
的
に
舗
装
の

補
修
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の

対
策
と
し
て
、
本
工
事
の
施
行
後

に
予
定
し
て
い
る
集
水
ま
す
と
の

接
続
工
事
な
ど
の
関
連
工
事
が
完

了
し
た
後
に
、
舗
装
補
修
工
事
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
民
の
連
帯
感
や
ま
ち
へ

の
愛
着
を
高
め
る
た
め
、
原
付
バ

イ
ク
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
制
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。
デ
ザ
イ
ン
を

公
募
制
に
し
て
、
お
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
発
表
し
、
盛
り
上
が

る
仕
掛
け
作
り
を
す
る
と
よ
い
。

比
較
的
安
価
で
高
い
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

デ
ザ
イ
ン
化
し
た
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作
成
費
用
が

通
常
の
3
倍
程
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
導
入
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

引
き
続
き
他
市
の
事
例
等
を
参
考

に
し
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

議
員

高
齢
で
あ
っ
た
り
、
障
害

が
あ
る
な
ど
で
、
災
害
時
に
自
分

自
身
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
避
難

で
き
な
い
方
を
、
近
所
の
人
が
手

助
け
す
る
制
度
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
は
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
制
度
だ
が
、
現
状
で
う
ま
く

機
能
し
て
い
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。

登
録
申
請
及
び
個
別
計
画
策
定
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長

平
成
27
年
11
月

の
時
点
で
条
件
該
当
者
と
思
わ
れ

る
人
数
は
1
千
881
人
。
平
成
27
年

度
末
時
点
で
214
人
が
登
録
申
請

し
、
う
ち
212
人
の
個
別
計
画
の
策

定
を
完
了
し
て
い
る
。

議
員

私
が
、
幾
つ
か
の
町
会
の

町
会
長
・
防
災
部
長
等
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
当
局
の
認
識

と
異
な
り
、
未
対
応
の
ま
ま
放
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
よ
り
根

本
的
な
原
因
と
し
て
、
市
の
防
災

担
当
部
署
の
人
手
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
人
員
配
置
の

適
正
化
を
お
願
い
す
る
。

錦
町
2
丁
目
幹
線
道
路
の

振
動
対
策
を

ほや　たけし

障
害
者
差
別
解
消
法
に

つ
い
て

みやした　なみ

蕨
市
避
難
行
動
要
支
援

者
制
度
に
つ
い
て

富
士
見
野
球
場
の
管
理
と

環
境
美
化
に
つ
い
て

原
付
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

導
入
に
つ
い
て

錦町では大雨対策の雨水排水管の整備が進む

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

都
市
整
備
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

都
市
整
備
部
長

総
務
部
長

市
民
生
活
部
長

障がいがある人もない人も
尊重し合いながら

共に生きる社会の実現を

議
員

総
務
部
長
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議
員

市
立
保
育
園
の
一
時
的
保

育
利
用
枠
は
1
日
5
人
ま
で
だ
が
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
目
的
で
の
利
用
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
対
象
を
1

歳
以
上
に
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
27
年
度
は

半
日
利
用
71
件
、
1
日
利
用
240
件

の
計
311
件
。
ま
た
、
日
ご
と
に
異

な
る
児
童
を
預
か
る
と
い
う
一
時

的
保
育
の
性
質
上
、
安
全
面
を
考

慮
し
、
年
齢
制
限
を
設
け
て
い
る
。

議
員

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
一
時
的

保
育
の
予
約
状
況
が
わ
か
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
本
市
で
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

一
時
的
保
育
の

利
用
枠
が
少
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
情
報
更
新
の
時
間
の
ず
れ

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
電

話
で
直
接
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

1
歳
未
満
の
一
時
的
保
育

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事

業
や
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
も
利

用
が
可
能
と
聞
い
た
が
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
目
的
で
の
利
用
に
関
す
る

周
知
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

さ
ら
に
、
効
果

的
な
周
知
方
法
を
研
究
し
て
い
き

た
い
。

議
員

虐
待
の
早
期
発
見
も
兼
ね

る
新
生
児
訪
問
で
、
今
年

度
か
ら
川
口
保
健
所
と
の

連
携
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、

常
勤
保
健
師
の
訪
問
回
数

が
増
え
る
な
ど
、
全
体
の

業
務
量
が
増
え
て
い
く
と

思
う
が
、
市
民
へ
の
対
応

に
影
響
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

業
務
量

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、

市
民
へ
の
対
応
に
影
響
が
及
ば
な

い
よ
う
、
更
な
る
事
務
の
効
率
化

に
努
め
る
。

議
員

本
市
の
介
護
予
防
事
業
に

栄
養
士
の
配
属
が
な
い
中
で
、
モ

デ
ル
事
業
ス
タ
ッ
フ
の
栄
養
士
に

栄
養
面
で
の
支
援
を
期
待
す
る
が
、

将
来
的
に「
栄
養
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
設
置
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
は
難
し
い
が
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
栄
養
改
善
に

関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
す
な

ど
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員

仮
装
な
ど
の
工
夫
で
、
市

民
が
も
っ
と
参
加
し
や
す
い
イ
ベ

ン
ト
に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

仮
装
を
実
施
す
る
と
競

技
時
間
が
延
び
、
長
時
間
道
路
を

封
鎖
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
仮

装
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員

市
長
は
ど
の
よ
う
な
レ
ー

ス
な
ら
参
加
し
た
い
と
思
う
か
。

市
長

私
が
出
る
と
い
う
よ
り
も
、

普
段
ち
ょ
っ
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し

て
い
る
よ
う
な
方
が
気
軽
に
参
加

し
、
ま
た
来
年
も
出
た
い
と
思
う

よ
う
な
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
大
会

に
な
る
と
非
常
に
良
い
と
思
う
。

議
員

通
年
利
用
が
可
能
な
市
営

の
拠
点
室
内
プ
ー
ル
の
新
設
、
ま

た
は
民
間
プ
ー
ル
の
活
用
に
よ
り

市
内
の
学
校
プ
ー
ル
を
統
合
す
る

こ
と
で
、
維
持
管
理
費
の
縮
減
や
、

既
存
プ
ー
ル
跡
地
の
有
効
活
用
が

期
待
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
部
長

拠
点
プ
ー
ル
で
の
水

泳
授
業
の
実
施
と
な
る
と
、
移
動

時
間
が
か
か
る
こ
と
に
よ
る
授
業

時
間
の
確
保
、
交
通
事
故
・
熱
中

症
対
策
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
プ

ー
ル
の
水
深
の
違
い
等
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
民
間
プ
ー

ル
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
相
当

な
協
議
や
、
多
額
の
経
費
が
必
要

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

議
員

学
校
プ
ー
ル
は
最
も
使
わ

れ
て
い
な
い
公
共
施
設
で
あ
る
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
も
、
学
校
プ
ー
ル
の
存
在
を

根
本
か
ら
見
直
し
、
貴
重
な
資
産

と
し
て
の
活
用
の
検
討
を
願
う
。

議
員

民
生
委
員
は
、
新
た
な
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、

蕨
市
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

先
進
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
民
生

委
員
協
力
員
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
は
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長

蕨
市
で
は
、
本

年
6
月
時
点
で
、
主
任
児
童
委
員

を
除
く
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、

定
数
119
名
に
対
し
欠
員
1
名
で
、

充
足
率
は
99.2
％
。
欠
員
地
区
で
は

複
数
の
近
隣
地
区
担
当
委
員
に
よ

り
協
力
活
動
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

積
極
的
な
活
動
支
援
が
図
ら
れ
て

お
り
、
現
段
階
で
は
協
力
員
制
度

を
導
入
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今

後
の
負
担
増
を
鑑
み
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
か
ら
の
要

望
や
県
内
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員

熊
本
地
震
が
発
生
し
た
翌

日
の
4
月
15
日
に
、
蕨
市
で
は
市

内
16
か
所
に
募
金
箱
が
設
置
さ

れ
た
。
ま
た
、
20
日
に
は
熊
本
県

宇
土
市
に
支
援
物
資
を
搬
送
し
た

が
、
短
時
間
で
ど
の
よ
う
に
意
思

決
定
さ
れ
、
実
行
さ
れ
た
の
か
。

総
務
部
長

熊
本
地
震
は
発
生
当

初
か
ら
甚
大
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
、

早
期
に
義
援
金
募
集
を
開
始
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
市
長
決

裁
に
よ
り
意
思
決
定
し
た
。

市
民
生
活
部
長

被
災
地
に
関
す

る
情
報
を
収
集
し
た
と
こ
ろ
、
宇

土
市
の
ニ
ー
ズ
と
本
市
の
提
供
可

能
物
資
が
一
致
し
、
支
援
物
資
の

搬
送
を
決
定
し
た
。

議
員

募
金
箱
の
設
置
や
支
援
物

資
だ
け
で
な
く
、
市
庁
舎
耐
震
化

の
問
題
等
、
適
時
に
的
確
な
判
断

を
市
長
に
し
て
い
た
だ
き
、
蕨
市

の
将
来
に
向
け
て
、
多
く
の
夢
と

希
望
を
描
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
プ
ー
ル
の
さ
ら
な
る

活
用
に
つ
い
て

こばやし　りき

子
育
て
に
疲
れ
た
時
の

支
援
体
制
の
充
実
を

おおいし　けいこ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

埼
玉
県
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

蕨
市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
に
つ
い
て

民
生
委
員
の
現
状
に
つ
い
て

非
常
時
に
お
け
る
蕨
市
の
意
思
決

定
と
そ
の
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

子育てが大変な時は、助けを求めよう！

夏以外10か月は使わないプール。さらなる有効活用を

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

市
民
生
活
部
長
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議
員

熊
本
地
震
と
同
等
の
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
市
立
病
院
の

被
害
想
定
は
で
き
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

本
館
及
び
サ
ー

ビ
ス
棟
は
、
建
物
が
大
き
く
損
傷

を
受
け
、
使
用
す
る
こ
と
が
難
し

い
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

病
院
が
使
用
で
き
な
い
場

合
に
、
患
者
の
一
時
避
難
場
所
を

北
小
学
校
に
設
定
し
て
い
る
が
、

学
校
の
ど
こ
を
借
り
ら
れ
る
の
か

な
ど
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し

て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

北
小
学
校
は
一

般
市
民
の
避
難
場
所
に
も
な
っ
て

お
り
、
具
体
的
な
面
に
つ
い
て
、

協
議
を
始
め
て
い
る
。

議
員

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う

5
年
と
い
う
月
日
が
経
っ
て
い
る
。

早
急
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

他
市
の
病
院
の
避
難
訓
練
に
お

い
て
、「
病
院
は
患
者
を
移
動
さ

せ
な
い
の
が
鉄
則
。
そ
の
た
め
の

新
し
い
病
棟
で
す
」
と
い
う
看
護

師
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
建
て

替
え
な
ど
、
市
立
病
院
の
今
後
の

対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務

継
続
計
画
）
の
策
定
、
建
物
の
耐

震
化
等
の
検
討
、
医
師
確
保
を
含

め
た
安
定
経
営
、
こ
の
3
つ
を
同

時
進
行
で
進
め
な
が
ら
、
市
民
の

健
康
を
守
れ
る
拠
点
病
院
と
し
て
、

安
心
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員

ど
の
よ
う
な
返
礼
品
を
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

商
工
会
議
所
の
ご
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
内
の

事
業
者
数
社
と
協
議
を
行
っ
た
ほ

か
、
市
と
ふ
れ
あ
い
交
流
協
定
を

締
結
し
て
い
る
片
品
村
や
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
大
田
原
市
、

湖
西
市
に
も
協
力
の
申
し
入
れ
を

し
て
お
り
、
今
後
、
具
体
的
な
品

物
の
検
討
を
行
う
。

議
員

他
市
等
の
も
の
も
よ
い
が
、

今
後
、
蕨
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
が
行

わ
れ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
商
品

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
な
ど
、
蕨
色

を
プ
ラ
ス
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

4
月
か
ら
開
設
さ
れ
た
蕨

市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
、
新
た
に
配

置
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
、
児
童
・
生
徒
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
家
庭

や
学
校
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携

や
調
整
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
環

境
面
で
の
支
援
を
主
な
職
務
と
し

て
い
る
。

議
員

昨
年
、
さ
い
た
ま
県
土
整

備
事
務
所
の
職
員
と
一
緒
に
、
緑

川
の
流
れ
に
沿
っ
て
歩
き
な
が
ら

視
察
調
査
を
行
い
、
ヘ
ド
ロ
の
堆

積
の
除
去
、
朽
ち
た
矢
板
の
対
応
、

水
量
の
確
保
等
々
の
要
望
を
し
た

が
、
そ
の
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長

昨
年
度
は
、
塚

越
地
区
の
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
や
川

底
の
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
が
実
施
さ

れ
、
今
年
度
は
、
5
月
に
南
町
地

区
の
Ｈ
形
鋼
の
切
り
張
り
を
交
換

す
る
補
修
工
事
を
実
施
し
、
11
月

以
降
に
塚
越
地
区
の
腐
食
し
て
い

る
鋼
矢
板
に
つ
い
て
補
修
工
事
を

予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

議
員

緑
川
は
県
の
管
轄
で
あ
り
、

市
が
補
修
工
事
を
実
施
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
蕨
・
川
口
・
戸
田

の
流
域
三
市
で
協
議
会
を
設
置
し
、

緑
川
の
環
境
改
善
を
県
に
強
く
要

望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

改
修
計
画
を
推

進
す
る
に
当
た
り
、
諸
課
題
の
整

理
や
三
市
の
調
整
は
不
可
欠
で
あ

る
の
で
、
川
口
市
や
戸
田
市
の
意

向
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

議
員

工
事
内
容
に
つ
い
て
、
利

用
者
の
声
を
ど
う
反
映
し
た
の
か
。

教
育
部
長

利
用
者
か
ら
は
、
特

に
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
室
の
環
境

改
善
を
望
む
声
が
あ
り
、
今
回
の

工
事
で
ト
イ
レ
を
す
べ
て
洋
式
化

す
る
と
と
も
に
、
シ
ャ
ワ
ー
室
と

あ
わ
せ
て
全
面
的
に
改
修
を
行
う

な
ど
の
環
境
改
善
を
図
る
。

議
員

避
難
所
と
し
て
の
機
能
の

充
実
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長

屋
根
の
改
修
を
含
む

施
設
の
耐
震
補
強
を
十
分
に
図
る

ほ
か
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
床
面

と
廊
下
の
フ
ラ
ッ
ト
化
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
。

市
長

避
難
所
の
機
能
を
含
め
た

改
修
を
と
い
う
趣
旨
は
理
解
で
き

る
が
、
財
政
状
況
や
今
後
も
大
型

の
工
事
が
続
く
と
い
う
状
況
の
中

で
は
、
今
回
の
工
事
内
容
が
最
大

限
可
能
な
改
修
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

人
工
芝
化
に
向
け
た
設
計

業
務
委
託
を
行
う
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

教
育
部
長

現
在
検
討
し
て
い
る

主
な
も
の
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
人
工
芝
化
の
ほ
か
、
既
存
防

球
ネ
ッ
ト
の
撤
去
及
び
新
設
、
夜

間
照
明
灯
の
新
設
な
ど
で
あ
り
、

施
設
の
機
能
改
善
を
図
り
た
い
。

議
員

フ
ェ
ン
ス
北
側
の
ベ
ン
チ
、

ト
イ
レ
等
の
改
修
も
必
要
と
考
え

る
が
、
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長

今
後
、
設
計
業
務
を

進
め
る
中
で
、
施
設
の
快
適
な
利

用
に
留
意
し
た
適
切
な
配
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
の
河
川
、
用
水
に

清
流
を
取
り
戻
す

ひき　こうじ

市
立
病
院
を
災
害
に
強
い
病
院
へ

〜
病
人
を
移
動
さ
せ
な
い
！
〜

まえかわ　やすえ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市
民
体
育
館
の
改
修
に

つ
い
て

錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

人
工
芝
化
に
つ
い
て

近隣地域における拠点病院の役割を担う市立病院

水辺はいやしの空間、塚越ポンプ場前親水公園

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

病
院
事
務
局
長

病
院
事
務
局
長

市
長

総
務
部
長

教
育
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
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長

教
育
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長

教
育
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市
長

教
育
部
長

教
育
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長
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議
員

市
の
防
災
力
の
強
化
を
図

る
た
め
に
、
市
庁
舎
の
建
て
替
え
、

ま
た
は
大
規
模
改
修
に
よ
る
耐
震

化
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

今
年
度
に
策
定
す
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
お
い
て
、
耐
震
化
や
長
寿
命
化

等
の
実
施
方
針
を
含
め
た
公
共
施

設
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
示
す
と
と
も
に
、

部
長
級
職
員
を
委
員
長
と
し
た
庁

内
の
検
討
組
織
で
あ
る
「
蕨
市
庁

舎
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

第
1
回
委
員
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
委
員
会
に
お
い

て
、
現
庁
舎
を
耐
震
化
し
た
場
合

や
現
在
地
で
建
て
替
え
た
場
合
、

移
転
し
た
場
合
な
ど
に
つ
い
て
、

幅
広
く
比
較
、
検
証
を
行
い
た
い
。

議
員

市
庁
舎
の
耐
震
化
に
関
す

る
監
査
委
員
の
勧
告
に
つ
い
て
の

見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

定
期
監
査
で
指
摘
さ

れ
た
震
災
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
の
充
実
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）
の
策
定
は
、
市
と

し
て
も
重
要
な
課
題
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。
現
在
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
を
行
う
と
と
も
に
、
市
庁
舎
の

耐
震
化
に
向
け
た
具
体
的
な
整
備

方
法
の
選
択
肢
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員

市
庁
舎
整
備
の
時
期
と
費

用
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に

示
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

今
年
度
中
に
そ
の
選

択
肢
を
お
示
し
す
る
。

議
員

市
の
自
主
財
源
で
あ
る
固

定
資
産
税
の
徴
収
に
お
い
て
、
納

税
通
知
書
が
宛
先
不
明
等
で
送
達

で
き
て
い
な
い
も
の
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

平
成
28
年
度
当
初
納

税
通
知
書
に
つ
い
て
は
、
発
送
数

2
万
4
千
723
件
に
対
し
て
、
11
件

が
宛
先
不
明
等
に
よ
り
送
達
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
で
、
今
後
、
公

示
送
達
を
行
う
と
と
も
に
、
追
跡

調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

人
口
減
少
が
本
格
化
し
、

相
続
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
不
明

地
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
納
税

義
務
者
把
握
に
お
け
る
限
界
が
心

配
さ
れ
る
が
、
課
税
保
留
の
本
市

の
実
態
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

本
市
で
は
課
税
保
留

に
し
て
い
る
案
件
は
な
い
。
課
税

保
留
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
、
例
え

ば
、
登
記
上
の
所
有
者
が
亡
く
な

っ
て
い
る
場
合
に
は
、
現
に
物
件

を
所
有
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
現

に
住
ん
で
い
る
者
等
に
対
し
、
み

な
し
課
税
と
い
う
形
で
課
税
を
す

る
こ
と
が
税
法
上
認
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行

い
、
そ
の
よ
う
な
方
を
特
定
し
て
、

み
な
し
課
税
を
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
で
防
い
で
い
る
。

議
員

今
年
度
、

す
べ
て
の
防
犯
灯

が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ

る
予
定
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
か
。

市
民
生
活
部
長

5
月
に
業
者
を
入

札
で
決
定
。
7
月

か
ら
実
地
調
査
を

開
始
し
、
年
内
に
工
事
を
行
う
。

議
員

こ
れ
ま
で
維
持
管
理
に
当

た
っ
て
い
た
だ
い
て
き
た
町
会
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

き
た
か
。
今
後
の
維
持
管
理
の
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

町
会
長
連
絡
協

議
会
の
会
議
な
ど
、
折
に
触
れ
説

明
。
新
設
は
可
能
な
限
り
リ
ー
ス

事
業
導
入
時
に
実
施
し
た
い
と
考

え
、
予
定
し
得
る
す
べ
て
の
新
設

箇
所
を
把
握
し
た
い
旨
、
説
明
し

た
。
従
来
、
町
会
に
日
常
的
な
維

持
管
理
を
お
願
い
し
て
き
た
が
、

町
会
の
負
担
軽
減
と
管
理
の
一
元

化
を
図
る
た
め
、
今
年
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
防
犯
灯
の
ほ
か
、
既
存
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
維
持
管
理
も
リ

ー
ス
会
社
で
行
う
。
防
犯
灯
の
不

具
合
な
ど
の
受
付
は
リ
ー
ス
会
社

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
及
び
市
で
行

う
。
町
会
に
は
、
新
設
や
移
設
・

撤
去
要
望
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
お
願
い
す
る
。

議
員

支
柱
が
老
朽
化
し
危
険
な

状
況
も
あ
る
。
対
応
は
ど
う
す
る

考
え
か
。

市
民
生
活
部
長

今
年
度
、
全
支

柱
の
調
査
を
行
い
、
老
朽
箇
所
は

建
て
替
え
も
予
定
す
る
。
ま
た
、

リ
ー
ス
期
間
中
も
支
柱
の
点
検
を

行
う
。

議
員

通
報
の
受
付
を
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
も
行
う
と
い
う
こ
と
だ

が
、
緊
急
性
の
判
断
が
適
切
に
で

き
る
か
は
不
安
。
必
要
な
も
の
は

市
が
立
ち
会
い
判
断
、
決
断
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
生
活
部
長

連
絡
が
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
も
市
に
来
て

も
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
体
制
を
と

り
た
い
。
業
者
と
の
緊
密
な
連
携

を
と
る
。

議
員

常
設
展
示
の
内
容
は
。
蕨

の
成
り
立
ち
、
双
子
織
・
蕨
空
襲

な
ど
近
・
現
代
の
展
示
な
ど
、
常

設
展
示
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
。

教
育
部
長

現
在
、
常
設
展
示
で

は
、
蕨
宿
と
綿
織
物
業
の
中
心
的

生
産
地
で
あ
っ
た
歴
史
な
ど
を
展

示
。
常
設
展
示
入
り
口
で
は
テ
ー

マ
を
定
め
小
規
模
な
展
示
を
行
っ

て
い
る
。
常
設
展
示
の
中
心
構
成

は
変
え
ず
、
入
り
口
ス
ペ
ー
ス
で
、

所
蔵
す
る
資
料
を
活
用
し
展
示
を

充
実
さ
せ
た
い
。
た
だ
し
、
蕨
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
適
切
な
資

料
が
な
い
な
ど
の
状
況
も
あ
り
、

引
き
続
き
資
料
収
集
に
努
め
、
展

示
内
容
等
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ほ
か
に

「
道
路
照
明
灯
等
の
安

全
点
検
と
維
持
管
理
」「
水
道
漏
水

時
の
料
金
等
の
扱
い
」
を
質
問
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と

安
全
対
策
、
緊
急
時
対
応

すずき　さとし

災
害
対
応
拠
点
と
な
る

市
庁
舎
の
耐
震
化
は
急
務
！

いけがみ　ともやす

所
有
者
不
明
土
地
対
策

に
つ
い
て

歴
史
民
俗
資
料
館
の
常

設
展
示
の
充
実
を

市庁舎耐震化の早期実施を求める

今年度、全防犯灯がＬＥＤに。
管理体制の充実も求められる

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

教
育
部
長

ほ
か
に

市
民
生
活
部
長
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議
員

6
月
3
日
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
解
消
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、

市
は
具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
法
の
趣
旨
の
周
知
を
す
る
。

ま
た
、
差
別
的
発
言
を
さ
れ
た
方

の
人
権
相
談
も
受
け
付
け
る
。

議
員

過
去
に
、
本
市
周
辺
で
ヘ

イ
ト
デ
モ
等
が
行
わ
れ
た
回
数
は
。

総
務
部
長

2
件
認
識
し
て
い
る
。

議
員

実
際
は
そ
れ
以
上
行
わ
れ

て
い
る
。
デ
モ
の
許
可
を
出
す
警

察
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

警
察
か
ら
す
べ
て
の

情
報
が
市
に
入
っ
て
く
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
日
ご
ろ
の
や

り
取
り
の
中
で
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

川
崎
市
で
は
ヘ
イ
ト
デ
モ

の
団
体
に
公
園
を
貸
さ
な
か
っ
た
。

例
え
ば
市
民
会
館
や

「
く
る
る
」
が
集
会
場

所
に
使
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
指
定
管
理

者
に
法
の
内
容
を
周
知

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

法
の
趣
旨

を
十
分
留
意
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
と
し
て
も
毅
然
と
し
た

態
度
で
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

乳
幼
児
の
予
防
接
種
は
、

回
数
面
も
あ
る
が
費
用
で
も
大
き

な
負
担
だ
。
県
内
で
も
任
意
の
予

防
接
種
に
助
成
し
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
。
本
市
も
で
き
な
い
か
。

市
長

今
の
対
応
を
続
け
て
い
く
。

議
員

妊
婦
健
診
の
助
成
に
つ
い

て
、
蕨
の
39
週
目
ま
で
を
こ
え
て

や
っ
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

全
国
で
は
、
75

の
自
治
体
で
や
っ
て
い
る
。

議
員

い
つ
産
ま
れ
る
か
と
い
う

不
安
と
と
も
に
、
お
金
の
心
配
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
費
助

成
の
充
実
は
で
き
な
い
か
。

市
長

現
状
を
維
持
し
て
い
く
。

議
員

冷
た
い
答
弁
だ
。
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
に
向
け
助
成
の
充

実
を
要
望
す
る
。

議
員

北
小
は
創
立
何
年
か
。

教
育
長

今
年
で
146
周
年
。

議
員

北
小
校
門
前
の
歴
史
を
伝

え
る
看
板
は
い
つ
設
置
し
た
か
。

教
育
長

平
成
27
年
9
月
。

議
員

看
板
の
内
容
を
当
初
と
変

え
た
よ
う
だ
が
経
緯
は
。

教
育
長

「
県
内
で
一
番
古
い
学

校
」
と
い
う
表
示
を
「
県
内
で
も

古
い
歴
史
を
持
つ
公
立
小
学
校
の

一
つ
で
あ
る
」
に
か
え
た
。

議
員

い
ず
れ
に
せ
よ
伝
統
の
あ

る
学
校
だ
。
簡
易
的
な
看
板
で
な

く
、
し
か
る
べ
き
時
に
し
か
る
べ

き
も
の
を
作
る
べ
き
と
思
う
が
い

か
が
か
。

教
育
長

議
員
も
い
ま
い
ち
と
思

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
き
ち
ん

と
し
た
も
の
を
作
る
と
い
う
こ
と

は
私
も
必
要
だ
と
は
思
う
。

議
員

4
月
か
ら
の
電
力
自
由
化

に
よ
っ
て
市
民
は
電
力
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
電

力
自
由
化
に
便
乗
し
た
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
よ
う
な
注
意
喚
起
が

必
要
だ
と
思
う
が
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長

電
力
小
売
自
由

化
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
対
す

る
注
意
を
促
す
た
め
、
公
民
館
等

に
チ
ラ
シ
を
掲
示
し
周
知
を
図
る
。

議
員

市
庁
舎
や
小
・
中
学
校
で

の
新
電
力
会
社
と
の
契
約
や
使
用

状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

市
庁
舎
と
小
・
中
学

校
に
、
年
間
使
用
電
力
約
180
万
kwh

を
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
の

ご
み
焼
却
に
よ
る
発
電
の
余
剰
電

力
を
買
い
受
け
て
供
給
す
る
電
力

の
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
さ
ら

に
CO2
排
出
量
削
減
な
ど
の
環
境

負
荷
軽
減
に
も
配
慮
し
て
い
る
新

電
力
会
社
と
契
約
を
締
結
し
、
供

給
を
受
け
て
い
る
。

議
員

脱
原
発
を
進
め
る
世
論
が

あ
る
中
で
、
公
民
館
や
保
育
園
等

の
公
共
施
設
の
電
力
に
つ
い
て
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

進
め
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

30
施
設
を
新
電
力
会

社
へ
変
更
す
る
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。
1
年
間
で
5
％
程
度
、
約

90
万
円
の
節
減
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
。

議
員

女
性
職
員
の
管
理
職
へ
の

積
極
的
な
登
用
や
、
管
理
職
に
必

要
な
キ
ャ
リ
ア
研
修
な
ど
へ
の
女

性
職
員
の
参
加
要
請
な
ど
、
ど
う

進
め
て
い
く
考
え
か
。

総
務
部
長

女
性
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
支
援
す
る
研
修
へ
の
派

遣
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特
定
事

業
主
行
動
計
画
に
定
め
る
各
種
取

り
組
み
等
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍

を
推
進
す
る
環
境
を
整
備
し
な
が

ら
、
管
理
職
へ
の
積
極
的
な
登
用

及
び
職
員
の
人
材
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

議
員

北
小
学
校
区
と
塚
越
小
学

校
区
の
増
設
の
整
備
工
事
が
進
め

ら
れ
、
2017
年
4
月
開
設
を
予
定
し

て
い
る
が
、
運
営
に
当
た
っ
て
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

原
則
と
し
て
直

営
に
よ
る
運
営
を
目
指
し
て
い
る

も
の
の
、
指
導
員
が
十
分
確
保
で

き
な
い
場
合
で
も
確
実
に
運
営
を

開
始
し
、
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
、
民
間
へ
の
運
営
委
託
の

準
備
も
並
行
し
て
進
め
る
。

議
員

西
小
学
校
の
施
設
内
へ
の

増
設
の
考
え
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

西
小
学
校
区
に

お
い
て
も
利
用
児
童
数
の
増
加
に

備
え
、
増
設
を
検
討
す
る
際
は
学

校
施
設
内
へ
の
設
置
も
検
討
す
る
。

ほ
か
に

「
保
育
園
の
待
機
児
童

解
消
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
質
問
。

電
力
自
由
化
に
伴
い
公
共
施
設
で

も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

やまわき　のりこ

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
差
別

的
憎
悪
発
言
）
の
根
絶
を

えのもと　かずたか

留
守
家
庭
児
童
指
導
室

の
増
設
を

北
小
は
歴
史
の
あ
る
誇

れ
る
学
校
だ

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

ごみ焼却の熱で電力を発電し供給している
蕨戸田衛生センター

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

ほ
か
に

○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。

議
員

総
務
部
長

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

に
向
け
て

議
員

議
員

議
員

市
長

健
康
福
祉
部
長

ロタの予防接種は9千円～1万5千円
を複数回接種しなければならない
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９月定例会の日程（予定）
９月１日e 開　　　　会
７日d 質　　　　疑
８日e 委　員　会
９日f 〃
12日b 〃
13日c 〃

14日d 委　員　会
15日e 〃
26日b 一 般 質 問
27日c 〃
28日d 〃
30日f 閉　　　　会

※議会の都合により日程は変更になる場合があります。
【問い合わせ】４階 議会事務局 電話（433）7733（ダイヤルイン）

議会だより編集委員会を
開催しました

６月21日「9月発行号の概要について」

６月23日「議会報告会について」

７月15日「 〃　　　　」

７月20日「 〃　　　　」

８月12日「9月発行号の最終確認について」

政務活動費の執行状況をお知らせします
平成27年度に各会派に交付された政務活動費の執行状況は次のとおりです。蕨市議会では使途の
透明性を高め、各会派の活動内容を明らかにするために収支報告書を公開しています。（議員1人あ
たり月額33,000円の政務活動費が交付されました。）
なお、平成27年度は議員の任期満了に伴い、会派の構成人数に変更があったため、平成27年4月
～7月分と同年8月～平成28年3月分に分けて掲載しています。（会派名は、平成27年度末現在のものです。）

平成27年4月～7月分　政務活動費収支報告

交　　付　　額 1,056,000 528,000 396,000 264,000 2,244,000 

１　調査研究費 312,132 0 0 0 312,132 

２　研　修　費 0 0 0 0 0 

３　広　報　費 242,849 442,044 41,040 160,000 885,933 

４　広　聴　費 0 0 0 0 0 

５　資料作成費 20,700 52,159 183,000 42,399 298,258

６　資料購入費 79,810 40,920 172,912 51,345 344,987 

７　人　件　費 0 0 0 0 0 

８　事 務 所 費 0 0 0 0 0

支　　出　　額 655,491 535,123 396,952 253,744 1,841,310 

返　　還　　額 400,509 0 0 10,256 410,765

新生会 日本共産党 公明党 民主党
合　計

（８人） （４人） （３人） （２人）

※新生会は400,509円を、民主党は10,256円をそれぞれ返還済みです。

（単位：円）

平成27年8月～平成28年3月分　政務活動費収支報告

交　　付　　額 2,376,000 1,056,000 792,000 264,000 4,488,000 

１　調査研究費 421,160 0 0 0 421,160 

２　研　修　費 356,030 2,308 104,638 54,080 517,056 

３　広　報　費 1,240,650 446,688 178,320 108,000 1,973,658

４　広　聴　費 0 3,780 0 0 3,780

５　資料作成費 263,576 221,638 237,229 50,682 773,125

６　資料購入費 94,804 139,509 273,548 88,737 596,598 

７　人　件　費 0 0 0 0 0

８　事 務 所 費 0 0 0 0 0

支　　出　　額 2,376,220 813,923 793,735 301,499 4,285,377 

返　　還　　額 0 242,077 0 0 242,077

新生会 日本共産党 公明党 民主党
合　計

（９人） （４人） （３人） （１人）

※日本共産党は242,077円を返還済みです。

（単位：円）

傍聴に来て
みませんか？
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編
集
後
記 

　
蕨
市
議
会
は
5
月
、
初
め
て
の

議
会
報
告
会
を
開
き
、
62
人
の
市

民
が
参
加
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
議
会
コ

ー
ナ
ー
で
議
事
録
を
公
開
）。議
会

報
告
会
は
、
昨
年
制
定
し
た
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
年
1
回
以

上
実
施
し
ま
す
。 

　
当
日
は
8
件
の
質
問･

意
見
が

出
さ
れ
、
社
会
福
祉
と
防
災
対
策

な
ど
、
暮
ら
し
に
身
近
な
テ
ー
マ

に
集
中
し
ま
し
た
。
議
員
は
市
民

の
要
望
を
取
り
上
げ
て
、
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、

市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
た

議
員
と
し
て
、
重
く
受
け
と
め
ま

し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

6
割
の
方
が
回
答
さ
れ
、
開
催
頻

度
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
会
派
別

意
見
も
聞
き
た
い
な
ど
の
意
見
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
参
考
に
い
た

し
ま
す
。 

　
6

月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会

改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

今
後
も
更
な
る
議
会
改
革
を
進
め

ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
の
率
直

な
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
委
員
長
　
　
大
石
　
幸
一 

　
副
委
員
長
　
梶
原
　
秀
明 

　
委
員
　
　
　
保
谷
　
　
武 

　
　
　
　
　
　
大
石
　
圭
子 

　
　
　
　
　
　
榎
本
　
和
孝 

　
　
　
　
　
　
三
輪
か
ず
よ
し 

　
　
　
　
　
　
小
林
　
利
規 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

第1回 議　会　報　告　会
本年5月22日に、市民会館において、蕨市議会では初めてと

なる「議会報告会」を開催しました。当日は、62名の市民の

方々にご参加いただき、ありがとうございました。

この「議会報告会」では、初めに市議会がどのような活動を

しているか等の「市議会のしくみ」を説明し、続いて、3月定

例会で審議した主な事業として、「防犯灯の全面的なＬＥＤ化」

「ファシリティマネジメントの導入と推進」「錦町区画整理の早

期推進」「スクール支援員の導入」「小・中学校のエアコン導入」

「いきいき百歳体操を中心とした介護予防の推進」「待機児童解消への取り組み」の以上7件の概要について、説

明をいたしました。

最後に、参加した市民の方々との質疑応答・意見交換を行い、大変貴重なご質問やご意見をいただきました

ので、その一部を紹介させていただきます。なお、「議会報告会」の会議録は蕨市議会ホームページ

（http://warabi.gijiroku.com/gikai/）に掲載していますので、ぜひご覧ください。

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～

一般会計予算232億6,000万円に対して、民生費が約115億円。その中で生活保護費が約30億円見込まれ、
市の最重要政策ではないかと思うが、生活保護費について議員はどう考えているのか。

市民の生活が厳しい中、生活保護の数は増加傾向にあります。市民にとって認められた権利であり、必要な
方にはきちんと受けていただき、働ける方には市で配置されている就労支援員が助言や指導でハローワーク
をすすめたり、面接訓練などの相談等にのっています。また、会派によって多少考え方は異なりますが、委
員会で審査をしているところであります。

平成28年4月1日現在で保育園の待機児童が3名まで減っているが、ここまで成果が上がったのはどうして
か。政策など、経過を教えてほしい。また、これから3名以上になった場合の対策は考えているのか。

3名まで減らせたのは、保育園を増設し、定員を増やしたことと、制度が変わり家庭保育室が0歳～2歳児で
定員6～19名以下の小規模保育園になり、受け入れていただいたからであります。小規模保育園はまだ少し
定員に余裕がありますので、そちらの活用をご案内するなど、3名を0にするために努力していきたいと思
います。

防災行政無線について、スピーカーからの距離によって違うと思うが、何を言っているのかわかりづらい。
また、窓を閉め切っていると聞こえないことが多い。

現状としては放送があった場合、窓を開けて聞き耳を立ててくださいというのが行政の回答であります。
また、ケーブルテレビのウインクチャンネル、テレビ埼玉、市ホームページなどで防災行政無線の放送内容
をお知らせしています。情報を早く・正確に伝えることは引き続き行政に訴えていきたいと思います。

議会の傍聴によく行くが、マイクの音量が小さく聞こえづらいので改善してほしい。

調査して解決していきたいと思います。
⇒平成28年6月定例会より、傍聴席にもマイクの音声が聞こえやすくなるように改善しました。
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